
　歩行リハビリテーション用ロボティックギヤ「inoGear　HE‐1」は、
理学療法士の徒手介助・身体操作に着想を得て開発した、機能回
復訓練を行う施設向け機器。2026年3月から有償モニター導入を進
めている。脳卒中片まひ患者、大

だい

腿
たい

骨骨折後、股関節全置換術後
患者、下肢筋力の低下者などの股関節を伸展させることが難しい症
例に、理学療法士がツールとして用いる。
　従来は療法士の徒手介助に依存していたため、熟練度による介助
の質の差、ばらつきや長時間介助での身体負担が課題だった。同製
品は既存の歩行支援ロボットと異なり、非外骨格構造により股関節
の自由度を妨げず、独自のワイヤアシスト機構で股関節の重要な動きを誘導し、軸足で踏ん張る身体の使
い方を体感させながら正しい歩行フォームの学習を促す点に特徴がある。
　モーター搭載のワイヤ駆動ユニット、臀

でん

部パッド、腰コルセット、腿
もも

ベルトなどで構成し、ワイヤけん引
で大腿部を後ろに引きながら臀部を押し出して股関節伸展を促す。軽量・コンパクトで着脱しやすく施設
間の持ち運びも可能であり、訪問リハビリでの活用も見込む。
　価格は50万円程度で、今後は有償モニターによる導入拡大を進めつつ、介助条件や歩行データをクラ
ウドに蓄積し、効果の可視化や共有による業務の効率化や技術継承に活用するデータ活用サービスや在
宅での自主訓練向けへの活用、シニアの日常生活サポート向け展開も進める。
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